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心臓血管外科

小児循環器科と協力して、先天性心疾患の治療を行っ
ています。子どもたちが、外科治療後数十年にわたって
快適な人生がおくれるよう、必要な治療を適切な時期
におこなうことを心がけています。一回の外科治療で
治すのではなく、複数回の外科治療（段階的手術）が必
要になることもあります。外科治療を直ちに行うより
は、しばらく待機して行うほうがよいと考えられる場合
もあり、就学年齢までに、最終の修復手術を終えるこ
とを目指しています。手術例の約半数は新生児や1歳未
満の乳児です。また、小児循環器科による胎児診断によ
り、生まれる前から治療を計画し、出生後、直ちに内科
治療、および外科治療を行うことも得意としています。

診療実績（2022年）

手術件数：161件

　開心術：89件
　非開心術：44件
　心・大血管以外：28件

心臓カテーテル検査、心臓超音波検査、胸部CT検査な
どが、小児循環器科、放射線科により行われ、小児循環
器科との合同カンファレンスにより、適切な外科治療方
法、手術時期を決定します。手術は、人工心肺装置で全
身循環を維持して心内修復を行う、いわゆる開心術
と、心臓の外の血管を修復する非開心術にわかれま
す。非開心術には、動脈管結紮術、大動脈再建術の
他、体動脈ー肺動脈短絡術、肺動脈絞扼術などの準備
手術があります。重症心不全や呼吸不全例に対して
は、補助体外循環（ECMO）治療も行います。術後急性
期には、集中治療室において、集中治療科と協力して治
療をすすめます。急性期をすぎると、主に小児循環器科
と協力して治療を行います。退院後は、心臓血管外科と
小児循環器科で交互に外来診療を行います。

主な検査と治療

診療科の概要

主な対象疾患

外科治療が必要と考えられる先天性心疾患すべてが対
象です。手術件数は、単心室類似疾患、心室中隔欠損
症、ファロー四徴症、心房中隔欠損症、房室中隔欠損
症などが多いですが、そのほか、総肺静脈還流異常
症、完全大血管転位症、左心低形成症候群、大動脈弓
離断症などの、複雑心疾患も積極的に治療していま
す。低出生体重児の動脈管開存症にも、時期を逸する
ことなく外科治療を行っています。また、当センターの
特徴として、新生児期から外科治療を要する重症心疾
患児が対象となることが多いですが、一方で、心内修
復術後の成人期に達する患者さんまで、幅広く診療し
ています。
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小児循環器科

◎先天性心疾患、不整脈、心筋炎、心筋症、冠動脈
後遺症を有する川崎病など

主な対象疾患

心臓血管外科と協力して先天性心疾患の、高度で専門
的なチーム医療を行っています。新生児・乳児期早期
の重症心疾患をはじめ、小児期すべての循環器疾患の
診断・内科治療・管理を行います。さらに胎児診断を受
けた重症心疾患については、産科・新生児科・小児外
科・麻酔科・集中治療科と出生前カンファレンスを行
い、最適な治療計画を立てて対応しています。

診療実績（2022年）

主な検査と治療

胎児心臓超音波検査、心臓超音波検査、心臓カテーテ
ル検査・カテーテル治療（心房中隔欠損、動脈管開存、
カテーテル心筋焼灼術、その他）、ホルター心電図検
査、トレッドミル運動負荷心電図検査、心臓造影CT検
査、心臓MRI検査、各種RI検査

主な設備

心血管バイプレーン撮影システム
カルト・マッピングシステム
胎児診断専用心臓超音波診断装置：1台
心臓超音波診断装置：5台
ポータブル心臓超音波診断装置：2台
小児用経食道心エコープローブ
3D経食道心エコープローブ

診療科の概要

◎循環器疾患が疑われれば、まず小児循環器科へご
紹介ください。

◎当科は初診日（月・火・木）に心臓超音波検査を含む
諸検査を行い、結果を当日中に説明します。
　午前10時ごろまでに来院するようにご説明をお願
いします。

外来初診患者数は665 名、うち循環器疾患は349 名
（先天性心疾患255名）、退院患者数（手術目的も含む）
は719 名。

・心臓超音波検査：4,861件　
 （うち胎児心臓超音波検査：204件）
・心臓カテーテル検査：343件
  うち心臓カテーテル治療：128件
 （アブレーション 25件を含む）
・ホルター心電図検査：261件
・トレッドミル運動負荷心電図検査：124件

◎小児不整脈の検査・治療についても対応できますの
で、ご相談ください。（不整脈担当：青木 寿明）
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診療科からのお知らせ

心疾患ホットライン
TEL：0725-56-3833

（電話交換を通さず直接小児循環器科医師につながります）




